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早稲田式動的耐震性能診断とは？ 

　現在一般的に行われている耐震診断は、 図面や目視で建物の地震に対する安全性

を判断する静的耐震診断です。

　これに対し動的耐震診断は、 建物に振動を与えて、 その振動特性により耐震性を

評価する方法で、 より現実に即した診断法といえます。

　早稲田大学理工学部防災探査工学研究室では、 建物に振動を与える代わりに人体

では感じることのできないような常時微動を用いて動的に耐震性を評価する手法を開

発しました。

説明をする毎熊元早稲田大学教授 

測定装置 
　小型の地震計２個とノートパソコン、 増幅 

器、 （プリンタ） から構成されます。 

　測定は、 測定器の設置と測定を組み合わ 

せ、 約 1 時間で診断できる手軽さが特徴と 

なっています。 

また、 耐震補強工事中でも、 どの程度耐震 

性能が向上したかも確認できますので、 オン 

デマンドで耐震性能が低い部分の追加補強工 

事が行え、 工事費の節減が図られます。 
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阪神大震災における木造住宅の損傷と倒壊

全倒壊 すべり

　日本建築学会近畿支部の 「1995年

では、 木造住宅の損傷と倒壊を左図の

5タイプに類型化されています。

　一般住宅で最も多く見られた被害は、

例でした。 寺院などに代表される伝統

的な木造建物では、 全体崩壊やすべり

が見られたと報告されています。

　早稲田式動的耐震性能診断法は、 阪神大震災にみまわれた地域やほかの地域の木

　一般の木造軸組工法で作られた住宅については、 たくさんのデータが得られているた

めこのランク分けが当てはまりますが、 寺院などの伝統工法や、 軸組工法と伝統工法

す。 今後、 データが増えることにより、 これらの補正値は見直される可能性があります。

早稲田式動的耐震性能診断結果について



住宅の水平荷重・変形関係と耐震性評価ランク
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診断結果のみかた

○測定箇所 振動計 階玄関内
振動計 階洋室

○測定回数 5 回 うち、中間の3測定分を解析に使用。測定結果表参照

短辺方向 、

長辺方向 です。

判定 ランク

0

10

20

30

40

50

60

70

80

0 10 20 30 40 50 60 70 80

短辺方向
長辺方向

受振器設置箇所

耐震性能評価指数

総合判定結果

建物の短辺 ・長辺

方向の評価結果

総合評価結果



　この例では、 建物の短辺方向、 長辺方向ともに 2 階で測定

した波形の方が大きく ことが分かりま

取得した波形データ例



周波数および増幅率の解析例

周波数解析

増幅率の解析

と考えられます。



おもな地震のおもな観測点における
加速度応答スペクトル
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境港市東本町

大船渡市大船渡町
2003年7月26日宮城県北部
[宮城県中部][宮城県連続地震](M6.4)
涌谷町新町
平成15年(2003年)十勝沖地震(M8.0)
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※赤で示したのは気象庁命名地震名

められます。

　もし、 建物の固有周期がこれらのピーク値付近にあると、 その建物は地震の最も
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